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た、このミセルは、pyrene や  porphyrin などの疎水性蛍光分子、paclitaxel や   
hydrocortisone などの薬剤を担持した場合においても、水溶液中に安定に分散することを
明らかにした。MRI 造影能も in vitro、in vivo において確認されたものの、界面活性剤
Brij 58 とそれを含むミセルが細胞毒性を示す、という問題が明らかになった。その一方






セルの構築を目指し、先の界面活性剤 Brij 58 に代え Tween 80 を用いて、先と同様の
五員環ニトロキシドラジカルとの混合ミセルの調製を試みた。その結果、先の Brij 58 
を含むミセルと同等の安定性を示すミセルの構築に成功した。この Tween 80 を含むミ
セルは、Brij 58 含むそれに比べ、より高い還元耐性を示すとともに、期待通り、細胞毒
性をほとんど示さなかった。また、in vitro で MRI 造影能を確認したのち、マウスを用










第三章で述べた混合ミセルと同様に細胞毒性がなく、マウスを用いた in vivo 毒性試験


































カルの半減期が 64 分とさらに約２倍になることも明らかにした。 
 








5. 純有機磁性混合ミセルの MRI 造影能が、in vitro、in vivo で確認された。特
に in vivo では、注入 60 分後でも肝臓がはっきりと造影されており、これ
は、ミセル自身の安定性とともにラジカルの還元耐性、ニトロキシドラジカル
の造影能の３つの要素が揃って初めて可能となる。なお、これは、純有機ミセ
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